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第
六
〇
回
定
例
研
究
会 

有
料
ト
イ
レ
の
ル
ー
ツ
～
博
覧
会
・
共
進
会
の
高
等
便
所
～ 

日
本
下
水
文
化
研
究
会
会
員 

山 

崎 

達 

雄 

  

平
成
二
六
年
一
〇
月
一
九
日
、
東
京
・
小
平
市
の
「
ふ

れ
あ
い
下
水
道
館
」に
お
い
て
、「
有
料
ト
イ
レ
の
ル
ー
ツ
」

に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

観
光
立
国
に
向
け
て
、
訪
日
外
国
人
の
大
幅
な
増
加
を

目
指
す
日
本
。近
年
、コ
ン
ビ
ニ
の
ト
イ
レ
が
開
放
さ
れ
、

以
前
よ
り
困
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
五
年
後

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
お
も
て
な
し
の
一
番
の

基
本
で
あ
る
排
泄
空
間
に
つ
い
て
、
そ
の
質
の
一
層
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
排
泄
に
対
価
を
払
う
有
料
ト

イ
レ
も
、
そ
の
役
割
の
一
翼
を
担
う
と
思
い
ま
す
が
、
有

料
ト
イ
レ
の
歴
史
を
た
ど
り
、
設
け
ら
れ
た
時
代
や
背
景

等
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
公
衆
ト
イ
レ
の
実

現
に
向
け
て
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

当
日
の
話
は
、
近
世
の
有
料
ト
イ
レ
で
あ
る
貸
雪
隠
か

ら
始
ま
っ
て
、
日
本
で
初
め
て
の
有
料
ト
イ
レ
と
考
え
ら

れ
る
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
明
治
三
六
年
（
一
九
〇

三
）、
大
阪
で
開
催
）
の
高
等
便
所
、
明
治
末
期
に
新
橋
駅
・

上
野
駅
・
京
都
駅
に
設
け
ら
れ
た
高
等
便
所
、
昭
和
初
期

の
京
都
で
、
主
に
訪
日
外
国
人
の
た
め
の
有
料
の
水
洗
便

所
、
さ
ら
に
林
芙
美
子
の
小
説
『
め
し
』
に
登
場
し
た
大

阪
の
梅
田
ト
イ
レ
ッ
ト
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
稿
で
は
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
高
等
便
所
を

は
じ
め
、
博
覧
会
・
共
進
会
の
有
料
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
調
査
内
容
も
加
え
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 
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１
．
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会 

江
戸
落
語
の
『
開
帳
の
雪
隠
』
や
上
方
落
語
の
『
雪
隠

の
競
争
』
は
、
花
見
の
名
所
等
で
他
人
の
貸
雪
隠
に
一
日

中
入
っ
て
、
自
分
の
貸
雪
隠
に
お
客
を
導
き
、
儲
け
る
臭

い
話
で
す
。
こ
の
近
世
の
貸
雪
隠
を
除
け
ば
、
明
治
三
六

年
（
一
九
〇
三
）
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧

業
博
覧
会
の
高
等
便
所
が
、
日
本
で
最
初
に
設
置
さ
れ
た

有
料
の
公
衆
ト
イ
レ
で
す
。 

 

内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
明
治
一
〇
年
に
東
京
の
上
野
に

お
い
て
初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
内
務
卿
大
久

保
利
通
が
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
を
参
考
に
、
産
業
の

振
興
の
た
め
に
推
進
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
内

国
勧
業
博
覧
会
は
、
生
産
物
や
製
品
等
の
優
劣
を
競
う
こ

と
に
よ
り
出
品
者
の
技
能
を
奨
励
し
、
農
林
水
産
業
や
工

業
等
の
振
興
を
図
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
太
政
官
布
告

に
よ
り
概
ね
五
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
二

回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
明
治
一
四
年
に
、
第
三
回
内
国
勧

業
博
覧
会
が
明
治
二
三
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
、
第
四
回

内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
平
安
遷
都
千
百
年
の
記
念
事
業
と

し
て
、明
治
二
八
年
に
京
都
の
岡
崎
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
当
初
は
明
治
三
三
年
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
年
に
パ
リ
で
万
国
博
覧

 開催場所 開催年 期 間 出品点数 観覧者数 

第一回 東 京    

上 野 

明治10年

（1877） 

8月21日～

11月30日 

84,352  454,168  

第二回 東 京    

上 野 

明治14年

（1881） 

3月1日～ 

6月30日 

331,169  822,395  

第三回 東 京    

上 野 

明治23年

（1890） 

4月1日～ 

7月31日 

167,066  1,023,693  

第四回 京 都    

岡 崎 

明治28年

（1895） 

4月1日～ 

7月31日 

169,098  1,136,692  

第五回 大 阪    

天王寺 

明治36年

（1903） 

3月1日～ 

7月31日 

276,719  4,350,693  

表１ 内国勧業博覧会の開催状況 
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会
が
あ
る
た
め
、明
治
三
六
年
に
延
期
さ
れ
て
い
ま
す（
表

１
）。 

 
大
阪
は
明
治
維
新
以
降
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
で

き
て
お
ら
ず
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
は
悲
願

で
あ
り
、
東
京
と
厳
し
く
競
っ
た
結
果
、
大
阪
で
の
開
催

が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の 

成
功
に
か
け
る
大
阪
の
意
気
込
み
は
高
く
、
会
場
に
は
天

王
寺
（
現
在
の
天
王
寺
公
園
・
動
物
園
と
そ
の
周
辺
）
が

予
定
さ
れ
、
京
都
の
岡
崎
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に

比
べ
て
約
二
倍
と
広
大
な
面
積
が
用
意
さ
れ
、
堺
に
も
第

二
会
場
（
水
族
館
）
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
期
間

も
、
前
回
の
京
都
に
比
べ
て
一
ヶ
月
も
長
い
、
三
月
一
日

か
ら
七
月
三
一
日
ま
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
出
品
の
優
劣
を
競
う
従

来
の
博
覧
会
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
祭
り
」
と
し
て
の
色
彩

を
強
め
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
好
評
で
あ
っ
た
無
線
通
信

や
Ⅹ
光
線
を
は
じ
め
、
顕
微
鏡
反
射
鏡
、
天
然
彩
色
写
真

実
態
鏡
、
月
世
界
望
遠
鏡
に
よ
り
不
思
議
な
世
界
に
誘
う

不
思
議
館
、
動
物
の
生
態
を
見
せ
る
余
興
動
物
園
、
さ
ら

に
は
、
珍
し
い
ウ
オ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
や
メ
リ
ー
ゴ
ラ
ン

ド
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
（
図
１
）。 

 

博
覧
会
の
規
模
や
出
品
数
、
そ
の
内
容
か
ら
、
第
五
回

内
国
勧
業
博
覧
会
は
日
本
で
初
め
て
の
万
国
博
覧
会
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
数
の
入
場
者
が
予
想
さ
れ
、
会
場

の
諸
設
備
は
も
ち
ろ
ん
、
伝
染
病
予
防
の
点
か
ら
汚
物
処

理
等
、
衛
生
面
に
十
分
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で

す
。 

 

２
．
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
公
衆
ト
イ
レ 

 

博
覧
会
の
公
衆
ト
イ
レ
と
い
え
ば
、
一
八
五
一
年
（
嘉

永
四
）
に
開
催
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
で
は
、
男

子
用
二
二
ヶ
所
、
女
子
用
四
七
ヶ
所
の
有
料
の
水
洗
公
衆

ト
イ
レ
が
初
め
て
設
置
さ
れ
、
大
好
評
で
し
た
（『
水
晶
宮

物
語
』
村
松
昌
家
著
）。 

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
も
、
高
等
便
所
と
呼
ば
れ

た
有
料
の
公
衆
ト
イ
レ
が
、
日
本
で
初
め
て
登
場
し
て
い

ま
す
。
当
時
刊
行
さ
れ
た
博
覧
会
の
案
内
書
や
案
内
地
図 

 
 

 

に
よ
り
、
高
等
便
所
を
は
じ
め
場
内
の
ト
イ
レ
の
様
子
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。 



 4 

                    

 

金
港
堂
が
発
行
し
た
『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
総
説 

博
覧
会
案
内
』
に
は
、
会
場
内
の
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

「
事
務
局
に
於
い
て
公
衆
便
所
を
設
け
ず
。
こ
れ
を
私
設

の
営
業
に
許
し
た
り
。
そ
の
設
営
に
係
る
も
の
総
て
十
数

所
あ
り
。
普
通
便
所
の
使
用
は
こ
れ
を
無
料
と
し
て
公
衆

の
便
に
供
し
、
別
に
中
等
上
等
高
等
の
区
別
を
設
け
、
以

て
こ
れ
を
賃
貸
す
。
高
等
便
所
に
は
化
粧
室
等
の
設
け
あ

り
て
紳
士
貴
女
の
便
に
供
せ
り
」
と
あ
り
ま
す
。
博
覧
会

と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
す
が
、
大
阪
の
北
野
徳
三
郎 

 
 

 

氏
に
、
有
価
物
で
あ
っ
た
場
内
の
屎
尿
の
処
分
を
任
す
代

わ
り
に
、
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
と
管
理
を
行
わ
せ
た
の
で

す
。 

 

同
じ
く
金
港
堂
が
発
行
し
た
『
博
覧
会
手
引
』
の
観
覧

者
心
得
に
よ
れ
ば
会
場
内
の
ト
イ
レ
は
、「
高
等
便
處
（
洋

式
）」、「
上
等
便
處 

日
本
式
」、「
中
等
便
處 

日
本
式
」、

「
無
料
便
處
」
の
四
種
類
で
す
。
ま
た
、『
第
五
回
内
国
勧

業
博
覧
会
場
内
観
覧
案
内
』（
山
田
鎗
之
助
著
）
で
は
「
場

内
営
業
の
雑
部
」
の
中
で
「
高
等
便
所
、
普
通
便
所
、
一

四
ヶ
所 
北
野
徳
三
郎
」
と
あ
り
、『
第
五
回
内
国
勧
業
博

覧
会
案
内
記
』（
芳
文
社
発
行
）
で
は
「
高
等
休
憩
所 

大

図１ 絵はがき 第五回内国勧業博覧会 ３枚綴りの絵はがきは珍しい 
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阪 

北
野
徳
三
郎
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

地
図
関
係
で
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
附
録
と
し
て
発
行

さ
れ
た
『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
案
内
』
で
は
「
高
等

便
所
」、『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
平
面
図
』
に
お
い
て

は
「
休
憩
所 
高
等
便
所 

北
野
」、
実
業
世
界
太
平
洋
臨

時
増
刊
の
附
録
で
あ
る『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
全
図
』

で
は
「
休
息
北
野
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。 

 

こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の

高
等
便
所
は
、
有
料
の
公
衆
ト
イ
レ
と
言
う
よ
り
は
、
む 

し
ろ
ト
イ
レ
の
あ
る
有
料
の
休
憩
所
と
考
え
た
方
が
適
切

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

高
等
便
所
の
場
所
は
会
場
正
門
か
ら
奥
ま
っ
た
博
覧
会

式
場
の
近
く
で
、
そ
の
辺
り
に
は
美
術
館
や
楊
柳
観
音
坐

像
噴
水
が
あ
り
、
博
覧
会
の
中
心
部
の
一
つ
で
す
。
日
本

全
国
書
画
倶
楽
部
と
料
理
店
に
挟
ま
れ
る
形
で
、「
休
憩
所 

高
等
便
所 

北
野
」
が
営
業
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
水
槽
に
「
魚
介
禽
獣
」
を
放
っ
て
見
せ
る
水
族

館
が
あ
る
堺
の
第
二
会
場
に
も
、「
高
等
洋
式
便
處 

一
ヶ 

処 

日
本
式 

同 

一
ヶ
處 

無
料 

同 

二
ヶ
處 

合

計 

四
ヶ
所
ア
リ
」（
金
港
堂
発
行
の
『
博
覧
会
手
引
』）

と
あ
り
ま
す
の
で
、
洋
式
と
和
式
の
高
等
便
所
各
一
ヶ
所

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

３
．
洋
式
の
高
等
便
所
、
和
式
の
上
等
便
所
・中
等
便
所 

 

高
等
便
所
は
金
港
堂
の
『
博
覧
会
手
引
』
に
よ
れ
ば
、

「
紳
士
及
夫
人
用
ニ
シ
テ
、
特
ニ
夫
人
ニ
限
り
化
粧
室
ア

リ
」
と
あ
り
ま
す
。
高
等
便
所
に
は
洋
式
の
男
子
用
便
所

と
婦
人
用
の
便
所
が
別
々
に
設
け
ら
れ
、
婦
人
用
の
便
所

に
は
洋
式
の
化
粧
室
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
使
用
料

金
は
、
男
子
は
一
〇
銭
、
女
子
は
一
五
銭
で
す
。 

 

上
等
便
所
と
中
等
便
所
は
、「
右
ハ
十
ヶ
処
ア
リ
、
各
一

棟
ニ
シ
テ
、
内
ニ
等
区
別
ア
リ
。
但
シ
上
等
ニ
ハ
日
本
式

化
粧
室
ア
リ
」（『
博
覧
会
手
引
』
と
あ
り
、
一
棟
の
建
物

を
区
分
し
て
、
上
等
便
所
と
中
等
便
所
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
日
本
式
で
、
上
等
便
所
に
は
日
本
式
の
化

粧
室
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。使
用
料
は
、『
博
覧
会
手
引
』

に
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
後
述
の
日
出
新
聞
（
現

在
の
京
都
新
聞
）
の
記
事
か
ら
推
定
す
る
と
、
一
、
二
銭 

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

上
等
・
中
等
便
所
は
、
会
場
内
に
一
〇
ヶ
所
に
設
置
さ 
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れ
ま
し
た
。『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
案

内
』（
大
阪
朝
日
新
聞
附
録
）
に
、
工
業
館
の

近
く
な
ど
に
洋
式
便
所
の
記
載
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
上
等
・
中
等
便
所
と
思
わ
れ
、

無
料
便
所
は
会
場
内
に
六
ヶ
所
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

４
．
高
す
ぎ
て
、
敬
遠
さ
れ
た
高
等
便
所 

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
、
日

本
で
初
め
て
生
ま
れ
た
有
料
ト
イ
レ
で
す
が
、

使
用
料
が
高
す
ぎ
て
敬
遠
さ
れ
、
利
用
さ
れ

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

日
出
新
聞
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

四
月
二
七
日
に
、
新
聞
記
者
が
博
覧
会
を
取

材
し
た
「
博
覧
会
雑
観
」
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、「
有
料
便
所
は
、
従
来
に
例

な
き
こ
と
で
あ
れ
ば
、
彼
れ
是
れ
小
言
の
あ

る
も
尤
も
で
あ
る
が
、
ま
た
一
方
よ
り
考
え

れ
ば
、
当
今
の
時
勢
は
、
斯
る
こ
と
も
今
後

追
々
行
は
る
ゝ
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
紹
介
し
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て
い
ま
す
。 

 

記
者
は
、
有
料
の
公
衆
ト
イ
レ
を
会
場
内
に
設
置
し
た

こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
批
判
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
時

代
の
趨
勢
で
あ
る
と
肯
定
し
て
い
ま
す
。続
け
て
、「
十
銭
、

三
十
銭
抔
取
る
高
等
便
所
に
入
る
者
は
、
殆
ん
ど
稀
に
し

て
、
一
銭
、
二
銭
の
便
所
が
多
い
」
と
書
き
、
高
等
便
所

に
入
る
者
が
殆
ん
ど
お
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
中
等
便
所
ま
で

と
報
じ
て
い
ま
す
。 

 

日
出
新
聞
記
者
が
高
い
と
槍
玉
に
あ
げ
た
高
等
便
所
の

使
用
料
は
、
男
子
一
〇
銭
、
女
子
一
五
銭
で
す
。
第
五
回

内
国
勧
業
博
覧
会
の
観
覧
券
（
入
場
券
）
は
、
観
覧
時
間

が
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
通
常
日
は
一
枚
五
銭

で
す
。
夜
間
一
〇
時
ま
で
入
場
可
能
な
日
曜
日
・
水
曜
日

及
び
大
祭
日
は
、
観
覧
券
二
枚
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

高
等
便
所
を
使
用
す
る
に
は
、
男
子
で
は
通
常
日
の
観

覧
券
の
二
倍
、女
子
は
三
倍
の
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た

「
愛
・
地
球
博
覧
会
」
の
入
場
料
は
、
一
人
四
六
〇
〇
円

で
し
た
。
入
場
料
の
比
較
に
よ
っ
て
、
博
覧
会
の
高
等
便

所
の
使
用
料
を
現
代
の
価
格
に
換
算
す
る
と
、
男
子
用
は

九
二
〇
〇
円
、
婦
人
用
は
一
万
三
八
〇
〇
円
で
す
。
当
時

の
暮
ら
し
な
ど
を
全
く
考
慮
せ
ず
に
、
単
純
に
比
べ
る
の

は
妥
当
性
を
欠
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、

高
等
便
所
の
利
用
料
が
大
変
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。 

 

５
．
不
潔
極
ま
り
な
い
無
料
便
所 

 

無
料
便
所
で
す
が
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
明
治

三
六
年
（
一
九
〇
三
）
六
月
二
八
日
発
行 

第
二
四
一
号
）

に
引
用
さ
れ
た
大
阪
朝
日
新
聞
に
記
事
に
よ
れ
ば
、「
最
も

不
潔
を
極
む
る
も
の
は
場
内
の
無
料
便
所
な
り
、
そ
の
男

子
用
の
方
は
甚
し
き
に
至
ら
ず
と
雖
も
、
婦
人
用
の
も
の

に
至
っ
て
は
一
見
嘔
吐
を
催
ほ
さ
し
む
る
も
の
あ
り
、
僅

か
に
一
銭
乃
至
二
銭
を
投
ず
れ
ば 

他
の
梢
清
潔
な
る
便

所
に
て
用
便
す
る
を
得
る
譯
な
れ
ど
も
、
矢
張
人
情
と
し

て
無
料
の
も
の
ゝ
み
非
常
の
繁
昌
を
極
め
つ
ゝ
あ
る
」
と

あ
り
、
無
料
便
所
は
繁
昌
し
て
い
る
が
、
不
潔
極
ま
り
な

い
と
断
じ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
場
内
に
少
な
い
無
料
便
所
に
利
用
者
が
集
中

し
て
、
掃
除
や
汲
取
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
の
で
、
前
述
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の
日
出
新
聞
は
、
無
料
便
所
に
行
く
の
に
往
復
で
二
、
三

町
（
約
二
〇
〇
～
三
〇
〇
ｍ
）
も
歩
く
の
で
あ
れ
ば
、
一
、

二
銭
で
用
を
足
す
こ
と
は
止
む
得
な
い
と
、
暗
に
上
等
便

所
や
中
等
便
所
の
使
用
を
奨
め
て
い
ま
す
。 

 

時
事
批
評
で
有
名
と
な
っ
た
『
滑
稽
新
聞
』
で
も
、
第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
高
等
便
所
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

格
好
の
標
的
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
三
六
年
三
月
の
『
滑
稽
新
聞
』
第
四
五
号
に
は
、

「
博
覧
会
の
三
小
便
」
が
挿
し
絵
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い 

ま
す
（
図
３
）。
特
に
、
高
等
便
所
は
、「
京
都
で
は
大
根 

一
本
ぐ
ら
ひ
よ
こ
す
筈 

博
覧
会
で
は
定
価
一
銭
以
上
の

有
料
、「
エ
ラ
イ
難
儀
ヤ
」
と
京
美
人
の
驚
き
」
と
皮
肉
ら

れ
、
ま
た
、「
事
物
始
原
一
覧
」（『
滑
稽
新
聞
』
第
五
七
号
）

の
な
か
で
も
、「
小
便
を
さ
し
て
銭
を
取
る
こ
と
を
発
明
し 

た
の
は
織
田
一
と
云
ふ
」
と
書
き
、
博
覧
会
の
事
務
官
で

あ
る
織
田
一
を
強
烈
に
揶
揄
し
て
い
ま
す
。 

当
時
、
屎
尿
は
有
価
物
と
し
て
取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
排
泄
に
お
金
が
か
か
る
と
は
、
観
覧
者
は
考

え
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
公
衆
ト
イ
レ
に
関

す
る
庶
民
の
本
音
を
、『
滑
稽
新
聞
』
は
見
事
に
代
弁
し
た

の
で
し
た
。 

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
約
五
三
〇
万
人
の
入
場 

 
 
 
 
 
 

者
を
迎
え
、
大
成
功
で
終
了 

し
、
明
治
三
八
年
に
『
第
五 

回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
報 

告
』が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

そ
の
中
で
会
場
の
公
衆
ト
イ 

レ
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て 

い
ま
す
。「
欧
米
ニ
於
ケ
ル
有 

料
便
所
ノ
例
ニ
倣
ヒ
テ
」、有 

料
ト
イ
レ
を
採
用
し
た
の
を 

図－３ 博覧会の三小便 

図３ 博覧会の三小便（『滑

稽新聞』第45号京都府立図

書館所蔵） 
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は
じ
め
、
場
内
の
ト
イ
レ
の
建
設
・
管
理
等
を
民
間
に
任

し
た
こ
と
は
、
主
催
者
と
し
て
は
費
用
を
節
約
す
る
こ
と

は
で
き
、
観
覧
者
に
も
大
い
に
便
利
に
感
ず
る
こ
と
が
で

き
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
有
料
ノ
便
所
ハ
未

タ
一
般
ニ
行
ハ
レ
サ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
使
用
ス
ル
者
比
較
的

少
カ
リ
シ
カ
」
と
、
そ
の
利
用
状
況
は
芳
し
く
な
か
っ
た

と
認
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
料
便
所
は
、
入
場
者
数
に

対
し
て
数
が
少
な
く
、
ま
た
観
覧
者
の
中
に
は
無
料
と
有

料
の
区
別
が
わ
か
ら
ず
、
相
当
混
乱
し
た
と
も
述
べ
て
い

ま
す
。 

 

６
．
東
京
勧
業
博
覧
会 

第
六
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
向

け
て 

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
誘
致
に
敗
れ
た
東
京
で
す

が
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う

第
六
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
東
京
開
催
を
目
指
し
て
、
早

く
も
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
東
京
府
会
は
、
明
治
三
八
年

一
二
月
に
「
第
六
回
内
国
勧
業
博
覧
会
開
設
ニ
応
ス
ル
準

備
」
と
し
て
、「
製
作
品
ノ
一
大
共
進
会
ヲ
開
設
ス
ヘ
キ
」

意
見
書
を
決
議
し
、
ま
た
実
業
界
に
お
い
て
も
同
様
の
建

議
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
東
京
は
、
明
治
四
〇
年

三
月
二
〇
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で
、
上
野
公
園
を
会
場

と
し
た
東
京
勧
業
博
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

会
場
は
、
第
一
会
場
（
上
野
公
園
竹
ノ
台
地
区
）、
第
二

会
場
（
不
忍
池
周
辺
）、
第
三
会
場
（
博
物
館
と
帝
国
図
書

館
の
間
の
茗
荷
谷
地
区
）
に
分
か
れ
、
全
国
か
ら
約
九
万

三
千
点
が
出
品
さ
れ
、
観
覧
料
は
平
日
大
人
一
〇
銭
、
日

曜
・
祭
日
一
五
銭
で
す
が
、
約
六
五
七
万
人
が
入
場
し
て

い
ま
す
。 

 

ト
イ
レ
は
、
第
一
・
第
二
・
第
三
会
場
併
せ
て
、
無
料

便
所
三
一
ヶ
所
、
西
洋
人
便
所
三
ヶ
所
に
、
有
料
便
所
も

設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
開
会
当
初
か
ら
ト
イ
レ
の
不
足
と

そ
の
衛
生
状
態
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

開
会
式
の
翌
日
の
三
月
二
一
日
の
東
京
朝
日
新
聞
は
、

「
博
覧
会
の
便
所 

尚
不
足
を
感
ず
」
と
し
、「
追
々
観
覧

者
の
増
加
と
共
に
到
底
不
足
を
免
れ
ず
、
現
に
昨
日
の
如

き
、
上
野
山
下
の
便
所
は
修
繕
中
に
て
入
る
を
許
さ
れ
ざ

る
為
め
、
広
小
路
の
巡
査
派
出
所
に
至
り
し
も
の
多
く
、 
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其
の
結
果
忽
ち
汚
水
溢
れ
、
続
い
て
三
橋
際
の

共
同
便
所
も
流
れ
出
て
、
臭
気
紛
々
た
り
」
と

不
衛
生
な
状
態
を
嘆
き
、
三
月
二
八
日
付
の
同

紙
は
、「
第
一
第
二
両
会
場
と
も
比
較
的
便
所
の

少
き
と
、
其
所
在
の
判
り
難
き
為
め
、
大
に
不

便
を
感
ず
る
事
は
、
入
場
者
の
口
々
に
唱
ふ
る

所
な
り
」と
、そ
の
不
足
等
を
断
じ
て
い
ま
す
。 

 

７
．
東
京
勧
業
博
覧
会
の
模
範
高
等
便
所 

 

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
初
め
て
設
け
ら

れ
た
有
料
便
所
で
す
が
、
東
京
勧
業
博
覧
会
で

も
第
一
会
場
・
第
二
会
場
併
せ
て
一
三
ヶ
所
の

有
料
便
所
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
２
）。
乱

立
等
も
あ
っ
て
、
そ
の
多
く
は
経
営
不
振
に
陥

り
、
使
用
料
の
値
下
げ
や
途
中
廃
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
評
判

を
呼
ん
だ
の
が
、「
消
毒
防
臭
模
範
便
所
」（
図

４
）
と
名
付
け
ら
れ
た
扇
橋
製
薬
株
式
会
社
の

有
料
便
所
で
す
。「
模
範
便
所 

ア
ル
ポ
ー
ズ
消

毒
防
臭
の
便
所
は
、
第
三
号
館
と
演
芸
館
の
筋 

場  所 開 設 者 坪数 貸 地 料 開業年月日 

車坂門側 神谷汎資 8 ５２円６０銭 明治40年3月20日 

第三号館西方 扇橋製薬株式会社 15 １００円５０銭 明治40年3月20日 

第一号西裏 神谷汎資 10 ２０円１０銭 明治40年3月20日 

第二会場事務所側 神谷汎資 8 １６円８０銭 明治40年3月20日 

車輌館裏 神谷汎資 14 ２８円１４銭 明治40年3月20日 

外国製品館裏溝縁 神谷汎資 4 ８円４０銭 明治40年3月20日 

動物舎側 設楽竹二郎 10 ２０円１０銭 明治40年4月5日 

協賛会事務所側 石橋豊三郎 12 １８円１２銭 明治40年3月20日 

第一会場第一非常門側 石橋豊三郎 8 １６円８０銭 明治40年3月20日 

外国製品館裏 石橋豊三郎 10 ２０円１０銭 明治40年3月20日 

第一号館裏 成澤英和 10 ２０円１０銭 明治40年3月20日 

外国製品館裏 成澤英和 8 １６円８０銭 明治40年3月20日 

注１ 外国製品館北東裏隅に小林幸次郎が開設を予定していたが、開業していない。 

注２ 出典『東京勧業博覧会事務報告』（京都府立図書館所蔵）  

表２ 東京勧業博覧会有料便所一覧 
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向
ひ
模
型
日
本
橋
通
り
の
角
に
在
り
て
、
其
内
部
は
如
露

仕
掛
に
て
絶
え
ず
糞
便
に
ア
ル
ポ
ー
ズ
液
を
注
射
し
て
消

毒
防
臭
し
、
手
洗
器
は
手
先
よ
り
病
毒
の
感
染
せ
ざ
る
新

案
の
も
の
に
て
、手
洗
水
も
ア
ル
ポ
ー
ズ
希
薄
液
を
用
ひ
、

婦
人
用
の
方
に
は
三
畳
敷
の
姿
見
洗
面
器
を
備
へ
た
る
化

粧
室
の
設
け
あ
り
、
男
子
用
の
方
に
も
姿
見
あ
り
、
亦
長

六
尺
の
布
団
付
腰
掛
を
備
へ
あ
り
、
料
金
は
男
子
三
銭
、

婦
人
五
銭
な
れ
と
も
、
各
料
金
と
同
価
格
の
ア
ル
ポ
ー
ズ

石
鹸
を
進
呈
し
、
用
便
紙
手
拭
を
要
す
る
場
合
に
は
、
入

口
に
て
ア
ル
ポ
ー
ス
を
買
え
ば
特
別
廉
価
に
て
販
売
し
、

景
品
と
し
て
右
二
品
を
添
へ
る
仕
組
み
に
て
、
衛
生
家
潔

癖
家
は
必
ず
一
度
試
み
て
参
考
と
す
る
む
の
価
値
あ
る
模

範
便
所
な
り
、
両
口
の
両
側
に
紫
袴
の
婦
人
控
へ
て
、
料

金
引
替
へ
に
石
鹸
を
渡
し
、
正
面
売
店
の
飾
棚
等
一
見
便

所
と
は
心
付
か
ざ
る
程
の
構
造
な
り
」（『
風
俗
画
報
増
刊

第
三
百
六
一
号 

東
京
勧
業
博
覧
会
図
絵
第
二
編
』） 

 

「
消
毒
防
臭
模
範
便
所
」
で
は
、
婦
人
用
の
姿
見
鏡
や

化
粧
用
具
等
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
防
止
の
た
め
、
自
家
製

の
薬
品
も
使
用
で
き
、
接
遇
も
懇
切
丁
寧
で
あ
り
、「
扇
橋

製
薬
株
式
会
社
小
栗
貞
雄
ノ
出
願
ニ
係
レ
ル
模
範
高
等
便

所
ト
名
ツ
ケ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
其
名
ニ
背
カ
ス
、
最
モ
整
備

シ
タ
ル
施
設
」
と
、『
東
京
勧
業
博
覧
会
事
務
報
告
』
は
絶

賛
し
て
い
ま
す
。 

 

８
．
失
敗
に
終
わ
っ
た
東
京
勧
業
博
覧
会
の
有
料
便
所 

 

扇
橋
製
薬
以
外
の
有
料
便
所
は
、「
此
他
相
当
ノ
設
備
ヲ

 

図４ 消毒防臭模範便所 
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為
シ
タ
ル
便
所
ア
リ
シ
ト
雖
モ
、
概
シ
テ
何
レ
モ
其
結
果

良
好
ナ
ラ
ス
。
其
甚
ハ
タ
シ
キ
モ
ノ
ニ
至
テ
ハ
、
一
日
ノ

収
得
其
使
用
人
ノ
給
料
ヲ
モ
払
フ
ニ
足
ラ
ス
。
会
期
中
維

持
ノ
見
込
ナ
ク
、
遂
ニ
中
途
ニ
シ
テ
廃
業
ヲ
申
出
ル
ノ
已

ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
至
レ
リ
」（『
東
京
勧
業
博
覧
会
事

務
報
告
』）
の
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
明
治
四
〇
年
（
一
九

〇
七
）
六
月
二
〇
日
付
の
読
売
新
聞
は
、
三
ヶ
所
の
有
料

便
所
が
集
中
し
て
い
る
「
外
国
館
裏
手
に
あ
る
有
料
便
所

は
、昨
今
観
覧
人
少
く
な
り
し
為
め
、使
用
者
殆
ど
な
く
、

そ
れ
が
為
め
、
設
置
主
で
あ
る
鳴
海
英
和
氏
か
ら
廃
業
願

が
だ
さ
れ
る
」
と
報
じ
て
い
ま
す
（
図
５
）。 

 

「
七
八
百
円
の
建
築
費
を
要
し
た
る
に
、
今
日
ま
で
二 

円
と
収
入
あ
り
た
る
日
は
な
し
」
の
よ
う
に
有
料
便
所
が 

不
振
で
あ
っ
た
の
は
、
無
料
便
所
の
影
響
を
受
け
た
こ
と

に
加
え
て
、
特
定
の
場
所
へ
の
乱
立
（
例
え
ば
、
外
国
館

裏
手
に
有
料
便
所
三
軒
、
無
料
便
所
一
ヶ
所
）
や
、
設
置

場
所
も
わ
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
、
有
価
物
と
し
て
屎
尿
が
取
引
さ
れ
て
い
た

当
時
、
排
泄
に
お
金
を
払
っ
て
ま
で
、
ト
イ
レ
を
利
用
す

る
意
識
は
非
常
に
希
薄
で
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
た
め
、 

           

採
算
を
度
外
視
し
て
、
自
社
製
品
の
宣
伝
も
あ
っ
た
扇
橋

製
薬
以
外
の
有
料
便
所
は
、
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

た
の
は
、
当
然
の
帰
結
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
東
京
勧
業
博
覧
会
の
事
務
局
は
、「
有
料
便
所

ノ
設
置
ハ
、
博
覧
会
ニ
於
ケ
ル
便
所
ノ
設
備
ニ
対
シ
テ
、

大
ニ
便
宜
ヲ
與
フ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
将
来
ハ
其
維
持

ノ
方
法
ニ
就
キ
、
必
ラ
ス
一
考
ヲ
費
ス
ヘ
キ
問
題
」（『
東

京
勧
業
博
覧
会
事
務
報
告
』）
と
考
え
、
将
来
有
料
便
所
が

果
た
す
役
割
が
あ
り
、
維
持
方
法
を
検
討
す
べ
き
と
し
て

図５ (東京勧業博覧会)場内の便所(『東
京パック 博覧会パック 第三巻十壱号』
( 京 都 府 立 図 書 館 所 蔵 ) 
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い
ま
す
。 

 
９
．
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会 

 

博
覧
会
と
は
別
に
、
生
産
品
の
優
劣
等
を
競
う
共
進
会

が
全
国
各
地
で
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
西
府
県
を
中
心

と
し
た
関
西
府
県
連
合
共
進
会
は
、
明
治
一
六
年
（
一
八

八
三
）
に
大
阪
で
初
め
て
開
催
さ
れ
て
以
来
、
ほ
ぼ
三
年

毎
に
持
ち
回
り
で
、
広
島
、
京
都
、
奈
良
、
石
川
、
三
重

等
で
開
か
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
共
進
会
で
す
。 

 

明
治
四
三
年
は
、
名
古
屋
城
が
慶
長
一
五
年
（
一
六
一

〇
）
に
築
城
さ
れ
て
か
ら
三
〇
〇
年
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か

ら
、「
名
古
屋
開
府
三
〇
〇
年
」
の
記
念
事
業
と
し
て
、
第

十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
が
名
古
屋
市
の
鶴
舞
公
園
で 

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
有
料
ト
イ
レ
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

関
西
府
県
連
合
共
進
会
は
、
関
西
の
名
前
が
示
す
と
お

り
従
前
は
西
日
本
が
中
心
で
し
た
が
、
第
十
回
関
西
府
県

連
合
共
進
会
は
、関
東
・
甲
信
越
ま
で
出
品
範
囲
を
広
げ
、

三
府
二
八
県
か
ら
、
八
万
六
千
人
、
一
八
万
六
千
点
の
出

品
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五

回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
出
品
者
数
一
一
万
八
千
人 

出
品

点
数
二
七
万
七
千
点
）
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
三
重
県
で

開
催
さ
れ
た
第
九
回
共
進
会
の
出
品
数
の
約
二
倍
と
、
大

規
模
な
共
進
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

開
催
場
所
は
、
前
年
に
開
園
さ
れ
た
名
古
屋
市
鶴
舞
公

園
、
敷
地
は
九
万
九
千
坪
で
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

の
大
阪
天
王
寺
の
敷
地
（
一
〇
万
五
千
坪
）
と
ほ
ぼ
匹
敵

す
る
大
き
さ
で
、
開
催
に
か
け
る
地
元
の
意
気
込
み
が
わ

か
り
ま
す
。 

 

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
は
、
三
月
一
六
日
か
ら

六
月
一
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
約
二
六
三
万
人
の
観
覧
者 

         

図６ 絵はがき 第十回関西府県

連合共進会(正門 奏楽堂) 
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を
迎
え
ま
す
。
皇
太
子
殿
下
（
大
正
天
皇
）
の
行
啓
を
は

じ
め
賓
客
の
来
場
も
多
く
、
四
千
人
を
超
え
る
外
国
か
ら 

の
来
場
者
も
あ
り
ま
し
た
。
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に

は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回

内
国
勧
業
博
覧
会
を
大
き
く
上
回
る
大
盛
況
で
し
た
。 

 

な
お
、
現
在
の
鶴
舞
公
園
に
は
第
十
回
関
西
府
県
連
合

共
進
会
の
開
催
当
時
の
噴
水
塔
や
奏
楽
堂
が
復
元
さ
れ
、

若
者
の
集
い
の
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
（
図
６
）。 

 

１
０
．
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
の
有
料
便
所 

 

関
西
府
県
連
合
共
進
会
と
し
て
は
、
か
つ
て
な
い
規
模

で
行
わ
れ
た
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
で
す
が
、
こ

の
時
も
、有
料
便
所
二
〇
ヶ
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す（
図

７
） 

。 

 

明
治
四
三
年
三
月
一
〇
日
付
の
新
愛
知
は
、
開
場
前
の

準
備
状
況
に
関
し
て
、「
会
場
構
内
に
設
置
さ
る
べ
き
便
所

の
数
は
約
三
十
四
ヶ
所
の
予
定
な
る
が
、
其
内
有
料
無
料

の
二
種
に
分
た
れ
、
無
料
便
所
は
県
よ
り
設
置
し
、
有
料

便
所
は
市
よ
り
設
置
（
中
略
）、
有
料
は
又
高
等
普
通
の
二

種
に
分
た
れ
、
高
等
は
一
回
の
料
金
が
五
銭
、
普
通
二
銭 

 
 
 
 
 
 
 

 

                  

宛
徴
収
」
と
報
じ
て
い
ま
す
。
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

の
高
等
便
所
（
男
子
一
〇
銭
、
女
子
一
五
銭
）
に
比
較
す
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る
と
、
高
等
の
有
料
便
所
の
使
用
料
が
五
銭
、
普
通
の
有

料
便
所
が
二
銭
で
す
か
ら
、
安
い
で
す
が
、
共
進
会
の
観

覧
料
金
（
平
日
の
昼
間
、
一
四
歳
以
上
一
〇
銭
、
子
供
五

銭
、
休
日
は
一
五
銭
、
一
〇
銭
）
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま

だ
高
額
で
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

有
料
便
所
の
構
造
は
、「
五
間
に
二
間
の
全
部
鉛
板
葺
と

な
し
、
正
面
内
に
は
二
畳
の
腰
掛
あ
り 

此
処
に
は
大
鏡

を
備
え
附
け
、
両
側
半
間
の
入
口
を
入
れ
ば
両
便
所
四
個

宛
計
八
ヶ
所
」（
同
前
）
と
あ
り
、「
高
等
便
所
に
は
二
人
、

二
銭
の
普
通
便
所
に
は
一
人
宛
の
婦
人
看
守
」（
新
愛
知 

 
 

明
治
四
三
年
三
月
二
六
日
）
が
接
遇
し
、
有
料
便
所
の

設
置
場
所
ま
で
具
体
的
に
報
じ
て
い
ま
す
。 

 

１
１
．
有
料
便
所
の
経
営 

 

有
料
便
所
で
す
が
、
一
ヶ
所
の
建
設
費
約
五
〇
〇
円
、

婦
人
看
守
の
給
与
は
一
人
一
ヶ
月
平
均
一
二
円
、
月
給
一

五
円
の
掃
除
夫
一
〇
人
で
す
か
ら
、
便
槽
に
溜
ま
っ
た
屎

尿
が
有
価
物
と
し
て
処
理
で
き
る
と
は
い
え
、
会
期
中
に

余
程
の
利
用
者
が
い
な
い
と
、東
京
勧
業
博
覧
会
と
同
様
、

そ
の
経
営
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

し
た
。 

 

実
際
、
有
料
便
所
の
利
用
状
況
は
寂
寞
た
る
も
の
で
、

新
愛
知
は
、
二
〇
ヶ
所
を
通
じ
て
利
用
料
金
の
収
入
は
、

多
い
日
で
四
〇
円
、
少
な
い
日
に
は
二
五
円
に
満
た
な
い

状
況
と
報
じ
て
い
ま
す
。
利
用
者
数
に
換
算
す
る
と
、
高

等
便
所
で
は
四
〇
人
以
内
、
普
通
便
所
で
は
一
〇
〇
人
以

内
で
、
共
進
会
の
一
日
の
平
均
入
場
者
二
万
九
千
人
か
ら

す
る
と
、
い
か
に
閑
散
と
し
た
状
況
か
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
利
用
者
が
極
端
に
少
な
く
、
苦
境
に
陥
っ

て
い
る
有
料
便
所
で
す
が
、
そ
の
競
争
相
手
は
、
無
料
便

所
だ
け
で
は
な
く
、
団
体
等
が
開
い
た
無
料
休
憩
所
が
強

力
な
ラ
イ
バ
ル
で
し
た
。
赤
十
字
社
愛
国
婦
人
会
が
設
け

た
無
料
休
憩
所
は
、
便
所
は
も
ち
ろ
ん
、
姿
見
・
座
布
団 

等
を
備
え
た
休
憩
所
や
化
粧
室
・
洗
面
所
が
用
意
さ
れ
、

さ
ら
に
茶
の
接
待
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
有
料
便

所
が
は
や
ら
な
い
の
は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
関
西
連
合
府
県
共
進
会
で
の
有
料
便
所
は
、
名
古
屋
市

が
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
回
津
市
で
開
催
さ
れ
た

第
九
回
共
進
会
で
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、『
贅

六
パ
ッ
ク 
第
壱
号
』
が
、「
入
場
料
は
三
銭
だ
が
、
場
内 
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に
共
同
便
所
が
な
く
、
会
で
拵
へ
た
有
料
便
所
と
下
足
料

と
で
弐
銭
を
取
る
」（
図
８
）
と
、
強
烈
に
皮
肉
っ
て
い
ま

す
。
前
回
の
共
進
会
の
よ
う
に
、
有
料
便
所
を
半
ば
強
制

的
に
使
用
さ
せ
る
仕
組
み
が
な
い
限
り
、
そ
の
経
営
は
難

し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。 

 

１
２
．
貿
易
製
産
品
共
進
会
の
有
料
便
所 

 

 

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会

の
成
功
は
、他
府
県
市
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

主
要
な
貿
易
港
で
あ
っ
た
神
戸
で
は
、
貿
易
の
一
層
の
隆

盛
に
よ
り
神
戸
の
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
、
貿
易
品
を

主
な
対
象
と
し
た
貿
易
製
産
品
共
進
会
を
、
明
治
四
四
年

（
一
九
一
一
）
三
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
（
図
９
）、
こ

こ
で
も
有
料
ト
イ
レ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

共
進
会
を
主
催
す
る
た
め
、
兵
庫
県
知
事
や
神
戸
市
長

の
賛
同
を
得
て
神
戸
市
商
工
協
会
が
新
た
に
設
立
さ
れ
、

三
月
一
五
日
か
ら
、
神
戸
市
湊
川
埋
立
地
（
現
在
の
湊
川

公
園
）
に
お
い
て
貿
易
製
産
品
共
進
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
共
進
会
に
は
、
東
北
や
九
州
の
一
部
を
除
き
全
国
か

ら
約
一
五
万
点
が
出
品
さ
れ
、
四
月
四
日
に
は
皇
太
子
殿 

下
で
あ
っ
た
大
正
天
皇
の
行
幸
啓
も
あ
り
ま
し
た
。
約
七

六
万
人
が
入
場
し
て
成
功
を
収
め
、
大
正
三
年
（
一
九
一 

四
）
三
月
に
も
大
正
天
皇
の
即
位
も
記
念
し
て
、
第
二
回

の
共
進
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
第
一
回
、
第
二
回
の
貿
易
製
産
品
共
進
会
と
も
、
有
料

便
所
が
一
ヶ
所
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
「
神
戸
又
七
新

報
」
（
現
在
の
神
戸
新
聞
）
は
、
有
料
便
所
は
ボ
ツ
ボ
ツ

と
婦
人
が
入
る
だ
け
の
閑
散
な
状
況
で
、
ま
た
、
「
コ
ノ

図８ 津市の連合共進会（『贅六パック第

壱号』 
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ベ
ン
ジ
ョ 

ヲ
カ
ネ
イ
リ
マ
ス
」
と
表
口
に
書
か
れ
て
い

て
も
、
有
料
便
所
に
入
っ
て
、「
神
戸
ち
う
と
こ
は
、
迂
闊

う
っ
か
っ

り
小
便
も
出
来
な
い
」
と
、
こ
ぼ
す
婦
人
も
い
た
と
報
じ

て
い
ま
す
。 ま

た
、 

 

会
場
内
で 

 

は
、
便
所 

以
外
で
放 

尿
す
る
人 

が
後
を
絶 

た
な
か
っ 

た
よ
う
で 

す
。
第
一 

回
共
進
会 

で
は
、
喫 

煙
制
止 

（
一
七
三 

七
人
）
に 

続
い
て
多

い
三
六
〇
人
が
放
尿
制
止
の
指
導
を
受
け
、
第
二
回
で
は

優
待
休
憩
所
の
裏
に
、
「
此
所
小
便
す
る
事
な
ら
ん
」
と

の
柵
・
看
板
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
料
便
所
を
利
用

す
る
よ
り
、
場
内
で
放
尿
す
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。 

 

１
３
．
東
京
大
正
博
覧
会 

 

東
京
で
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
の
東
京
勧
業

博
覧
会
に
続
い
て
、
大
正
天
皇
の
御
即
位
を
奉
祝
し
産
業

と
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

三
月
に
上
野
公
園
を
主
会
場
と
し
て
東
京
大
正
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

上
野
公
園
の
主
会
場
で
は
、
東
京
市
内
の
模
型
等
を
展

示
し
た
東
京
館
、
外
国
館
、
白
木
・
三
越
呉
服
店
等
が
建

ち
並
び
、
全
国
か
ら
教
育
学
芸
、
美
術
、
農
業
、
化
学
工

業
、
染
織
工
業
、
建
築
、
機
械
・
船
舶
・
電
気
等
の
一
四

部
一
八
〇
類
に
わ
た
っ
て
、
一
六
万
点
が
出
品
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
動
電
動
昇
降
機
（
現
在
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
、
上
野
の
第
一
会
場
と
第
二
会
場
を
結
ぶ
。
一
回
一

五
銭
）
が
、
日
本
で
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
、
不
忍
池
の
上

図９ 絵はがき 貿易生産品共進会 
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空
を
遊
覧
す
る
遊
覧
索
道
車
（
現
在
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、

八
人
乗
り
一
回
二
〇
銭
）
も
あ
り
、
別
会
場
と
な
っ
た
青

山
飛
行
場
（
青
山
練
兵
場
）
や
芝
浦
飛
行
場
（
芝
浦
埋
立

地
）
で
は
、
陸
海
軍
の
飛
行
機
の
展
示
と
試
験
飛
行
も
催

さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
大
人
の
入
場
券
は
平
日
一
五
銭
で

す
が
、
一
〇
万
枚
当
た
り
一
等
一
〇
〇
円
の
物
品
購
入
券

が
二
本
、
二
等
五
〇
円
が
一
〇
本
等
当
た
る
福
引
が
付
い

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
観
覧
者
は
、
東
京
勧
業
博
覧
会

に
比
べ
て
六
二
万
人
増
の
約
七
四
六
万
人
に
達
す
る
な
ど
、

大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。 

 
 １

４
．
有
料
便
所
設
け
ず
、
便
所
不
足
、
掃
除
不
足
、
場
内

で
放
尿
目
立
つ
博
覧
会 

 

有
料
便
所
が
乱
立
し
、
営
業
不
振
に
陥
っ
た
東
京
勧
業

博
覧
会
の
失
敗
に
懲
り
た
の
か
、東
京
大
正
博
覧
会
で
は
、

有
料
便
所
は
許
可
し
な
い
方
針
で
し
た
。
博
覧
会
の
事
務

局
は
、「
便
所
の
設
置
は
、
特
に
衛
生
に
留
意
し
、
警
視
庁

医
務
部
と
打
合
せ
、
完
全
な
る
便
所
（
図
１
０
）
を
設
置
」

（『
大
正
博
覧
会
事
務
報
告
』）
し
た
と
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
会
場
は
約
一
〇
万
坪
と
、
東
京
勧
業
博
覧
会
よ
り
も 

広
い
う
え
、
公
衆 

便
所
は
、
東
京
勧 

業
博
覧
会
の
四
七 

ヶ
所
（
有
料
便
所 

を
含
む
）
よ
り
半 

分
の
二
三
ヶ
所 

（
外
国
人
専
用
便 

所
（
図
１
１
）
二 

ヶ
所
、
婦
人
専
用 

便
所
一
ヶ
所
を
含 

む
）
に
過
ぎ
ず
、 

観
覧
者
は
か
な
り 

不
満
が
募
っ
た
と 

思
わ
れ
ま
す
。 

 

博
覧
会
が
開
始 

さ
れ
た
当
初
の
三 

月
二
二
日
の
東
京 

朝
日
新
聞
に
は
、 

「
便
所
が
不
足 

 

只
困
る
の
は
会
場 

図１０  東京大正博覧会第一会場公衆便所（『東京大正博覧会事

務報告』（京都府立図書館所蔵）） 
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通
じ
て
共
同
便
所
が
１
箇
所
も
な
い
事
で
有
る
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
三
月
三
〇
日
の
読
売
新
聞
は
、
東
京
府
会

議
長
が
、「
便
所
の
掃
除
不
行
届
で
、靴
で
は
入
れ
な
い
と
、

そ
の
不
潔
さ
」
を
嘆
き
、
同
日
の
東
京
朝
日
新
聞
は
、「
大

正
博
覧
会
と
世
評
」
の
連
載
の
中
で
、「
思
い
付
三
箇
条

（
略
）
第
二
は
便
所
の
少
な
い
事
で
あ
る
、
尤
も
之
は
開

館
式
当
時
か
ら 

当
事
者
に
御
忠
告
申
し
た
事
で 

周
章

て
ゝ
五
六
の
新
設
を
見
た
が 

ま
た
足
り
な
い
」
と
注
意

し
て
い
ま
す
。 

『
東
京
大
正
博
覧
会
事
務
報
告
』
は
、
「
本
会
ノ
便
所

モ
、大
ナ
ル
悪
評
ナ
カ
リ
シ
ハ
幸
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
シ
」

と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
会
場
の
規
模
と
観
覧
者
数
や
公

衆
便
所
の
数
を
考
え
れ
ば
、便
所
の
不
足
は
一
目
瞭
然
で
、

会
場
内
で
放
尿
す
る
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
「
会
場

内
取
締
規
則
」
に
よ
り
、
五
〇
六
名
が
「
場
内
ノ
便
所
外

ニ
放
尿
セ
ン
ト
セ
シ
モ
ノ
」
と
し
て
指
導
を
受
け
、
「
便

所
不
潔
ノ
注
意
」
も
八
六
六
名
に
上
る
な
ど
、
「
完
全
な

便
所
」
以
前
に
、
会
場
内
の
衛
生
確
保
さ
え
も
ま
ま
な
ら

な
か
っ
た
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

な
お
、
有
料
便
所
で
す
が
、
青
山
飛
行
場
に
お
い
て
は
、

小
石
川
区
音
羽
町
山
内
吉
之
助
が
出
願
の
有
料
便
所
が
認

可
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
１
５
．
始
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
の
有
料
高
等
便

所 

 

始
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
は
、
日
本
が
朝
鮮
を

図１１ 東京大正博覧会外人専用便所（『建築世界臨時増

刊 東京勧業博覧会建築号』（国立国会図書館所蔵）） 
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明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
「
併
合
」
し
、
植
民
地
支

配
を
始
め
て
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
大
正
四

年
（
一
九
一
五
）
九
月
一
一
日
か
ら
一
〇
月
三
一
日
ま
で
、

李
氏
朝
鮮
の
王
宮
で
あ
っ
た
ソ
ウ
ル
の
景
福
宮
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
（
図
１
２
）
。
朝
鮮
を
は
じ
め
、
台
湾
・
日

本
等
か
ら
、
四
万
八
千
点
余
り
が
出
品
さ
れ
、
一
一
六
万

人
を
超
え
る
観
覧
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

会
場
内
に
は
共
同
便
所
一
二
ヶ
所
（
当
初
六
ヶ
所
、
そ

の
後
六
ヶ
所
を
増
設
）
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
有
料
便

所
も
、
始
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
京
城
協
賛
会
が

演
芸
館
の
裏
手
に
、
「
建
坪
十
一
坪
八
合
ノ
洋
式
建
築
ニ

シ
テ
、
外
部
ハ
漆
喰
塗
」
（
『
始
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産

共
進
会
京
城
協
賛
会
報
告
』
）
の
高
等
便
所
を
設
け
て
い

ま
す
（
図
１
３
）
。 

 

使
用
料
は
一
回
二
銭
で
、
手
洗
場
に
は
、
化
粧
品
が
備

え
ら
れ
、
入
場
者
が
随
意
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
（
明
治
四
三
年
、
名 

古
屋
市
開
催
）の
有
料
便
所
の
使
用
料
が
五
銭
で
す
か
ら
、

こ
れ
に
比
べ
る
と
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
朝
鮮
物

産
共
進
会
の
観
覧
料
（
大
人
平
日
五
銭
、
祝
祭
日
・
日
曜 

                 
日
一
〇
銭
）
と
比
較
す
れ
ば
、
ま
だ
高
い
使
用
料
で
す
。

こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
際
に
高
等
便
所
を
利
用
す
る
人

は
、「
其
設
備
稍
完
全
ナ
ル
モ
、
之
レ
ニ
入
ル
モ
ノ
比
較
的 

図１２  絵はがき 始政五年記念朝鮮物産共進会 
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少
ナ
ク
、
日
日
百
名
内
外
ニ
過
キ
ス
」（『
始
政
五
年
記
念

朝
鮮
物
産
共
進
会
報
告
書
』）
の
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
一
〇
月
に
、
台
湾

博
覧
会
が
台
北
市
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
無
料
の
公

衆
便
所
六
ヶ
所
の
み
で
、
有
料
便
所
は
設
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。 

 

１
６
．
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
の
有
料
便
所
Ｗ
．

Ｃ
． 

 

最
後
に
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
名
古
屋
市
が

愛
知
県
・
名
古
屋
商
工
会
議
所
の
協
賛
を
得
て
、
海
の
大

玄
関
と
な
っ
た
名
古
屋
市
臨
港
地
帯
で
開
催
し
た
名
古
屋

汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
の
有
料
便
所
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

名
古
屋
市
は
、
昭
和
一
二
年
が
名
古
屋
港
開
港
三
〇
周

年
に
当
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
港
の
大
規
模
な
修
復
工
事

を
は
じ
め
名
古
屋
駅
の
大
改
築
、
大
飛
行
場
や
国
際
観
光

ホ
テ
ル
の
建
設
等
、
国
際
都
市
と
し
て
一
大
飛
躍
を
図
る

べ
く
、
都
市
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
昭
和
一
二
年
に

そ
の
竣
成
を
記
念
し
、
太
平
洋
の
平
和
と
新
文
化
建
設
の

た
め
、
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
を
三
月
一
五
日
か

ら
五
月
三
一
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

名
古
屋
市
臨
港
地
帯
の
会
場
は
、
東
会
場
（
運
河
東
、 
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中
央
部
、
運
河
南
子
供
遊
園
付
近
）
と
西
会
場
に
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
有
料
便
所
（
Ｗ
．
Ｃ
．）
は
、
東
会
場
の
運

河
東
と
中
央
部
、
西
会
場
に
各
一
ヶ
所
の
計
三
ヶ
所
（
無

料
便
所
は
三
八
ヶ
所
）に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す（
図
１
４
）。 

有
料
便
所（
図
１
５
）の
入
口
に
は
切
符
売
場
が
あ
り
、

中
は
和
式
便
器
、
洋
式
便
器
各
一
個
、
小
便
器
三
個
、
手

洗
い
・
鏡
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
使
用
料
は
、
一

回
五
銭
で
す
。
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
の
昼
間
の

入
場
料
が
大
人
六
〇
銭
・
小
人
三
〇
銭
で
す
か
ら
、
高
額

で
あ
っ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
高
等
便
所
に
比
べ

れ
ば
、
妥
当
な
料
金
の
設
定
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

１
７
．
最
後
に 

こ
れ
か
ら
の
有
料
ト
イ
レ 

誰
も
が
、
清
潔
な
排
泄
空
間
を
求
め
て
い
ま
す
。 

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
に
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
・
共
進 

会
の
ト
イ
レ
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
清
潔
な
ト
イ
レ
を
求

め
る
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

清
潔
な
排
泄
空
間
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
有
料
便
所 

を
使
用
す
る
少
々
の
費
用
の
負
担
は
惜
し
ま
な
か
っ
た
わ

け
で
す
。
し
か
し
、
負
担
で
き
る
金
額
に
は
お
の
ず
と
限 
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図１５ 名古屋汎太平洋平和博覧会有料便所（『名古屋汎太

平洋平和博覧会会誌』（愛知県立図書館蔵）） 
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度
が
あ
り
、
観
覧
料
の
二
倍
、
三
倍
と
非
常
に
高
額
で
あ

っ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
高
等
便
所
は
敬
遠
さ

れ
、
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
で
は
、
常
識
的
な
料

金
に
近
い
額
ま
で
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
肥
料
と
し
て
流
通
し
、
有
価
物
で
あ
る
屎
尿
を

競
っ
て
求
め
た
時
代
は
、
少
々
費
用
が
か
か
っ
て
も
便
所

の
建
設
に
意
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、大
正
期
に
入
り
、

屎
尿
も
無
価
物
に
転
落
し
、
更
に
廃
棄
物
と
な
る
と
、
有

料
便
所
の
経
営
は
使
用
料
の
み
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
大
正
三
年
（
一

九
一
四
）
の
東
京
大
正
博
覧
会
に
お
い
て
、
有
料
便
所
の

設
置
が
見
送
ら
れ
た
の
も
、
そ
ん
な
時
代
の
背
景
も
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

公
衆
ト
イ
レ
の
多
く
は
、
５
Ｋ
（
汚
い
・
暗
い
・
怖
い
・

臭
い
・
壊
れ
て
い
る
）
の
た
め
嫌
わ
れ
、
龍
谷
大
学
の
学

生
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
約
七
％
の
学
生
が
路
上
の

公
衆
ト
イ
レ
を
極
力
避
け
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

観
光
客
に
清
潔
な
排
泄
空
間
を
提
供
す
る
た
め
、
清
水

寺
な
ど
に
設
け
た
京
都
市
の
完
全
洗
浄
式
快
適
ト
イ
レ

（
有
料
）
は
、
平
成
二
四
年
に
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
、
そ

の
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
構
内
の
ト
イ
レ
機
能
も
有
す
る 

女
性
専
用
の
有
料
化
粧
室
は
、
時
間
待
ち
の
状
況
も
あ
る

と
聞
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
清
潔
は
勿
論
で
す
が
、
快

適
で
多
様
な
機
能
を
持
つ
排
泄
空
間
が
求
め
ら
れ
る
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
の
高
等
便
所
が
、
多
様

な
機
能
を
持
つ
無
料
休
憩
所
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
っ
た

こ
と
を
み
る
と
、ま
す
ま
す
そ
の
印
象
が
強
く
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
歴
史
を
調
べ
る
愉
し
さ
が
あ
る
の
で

す
。 

 

最
後
に
、
資
料
の
閲
覧
等
に
協
力
を
頂
い
た
各
地
の
図

書
館
・
資
料
館
の
皆
様
、
ま
た
、
「
下
水
文
化
研
究
」
に

掲
載
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
研
究
会
の
各
位
に

御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。 

 

（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
九
日
、
小
平
市
ふ
れ
あ
い
下
水

道
館
に
て
。
な
お
、
本
文
は
講
演
者
自
ら
が
再
構
成
し
た

も
の
で
す
。） 

 


